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8 future technologies in Kansai



印刷の注意点（2in1）

（１）赤枠の「複数」ボタンを押してください

（２）赤枠プルダウンから「横（右から左）」を選択してください



経済産業省近畿経済産業局は、近畿2府5県（福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵

庫県、奈良県、和歌山県）における経済産業施策の総合的な窓口機関として年間1,000

件以上、地域企業の実態把握や施策立案のための企業訪問を行っています。

関西はものづくりからサービスまで進取の気風をもって、特色や強みを備えた彩り

豊かな企業が多数立地しています。その中にはエンドユーザーの目に届くことが少ない

加工産業や、部品製造で独自技術をもって果敢に挑戦する「おもしろい」企業がたくさ

んあります。そんな企業に出会えることも私たちの強みの一つです。

当局では、そんな企業の挑戦を、より良い未来を見据えた変化への「兆し」と捉え、

広く世の中にその兆しを届けるために「KIZASHI [関西おもしろ企業事例集 - 企業

訪問から見える新たな兆（きざし）]」として、作成、公表しています。

「兆：KIZASHI 」について

今回の「KIZASHI vol.18」はリニューアル第１弾として、「8 future technologies in 

Kansai - シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 01 -」をお届けします。

2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）のコンセプト「未来社会の実験場」は、何

も夢洲の会場だけで描かれるものではありません。スタートアップの起業家から中小企

業の経営者、そしてそこで働く社員の一人一人が実現したい未来社会を描き、その実現

に向けて日々実験を繰り返しています。

そこで今回は、関西を中心に、非線形的な未来を掲げ、様々なアイデアとテクノロ

ジーの力で実現するために挑戦を続ける変革者を特集しました。

サーキュラー・エコノミーから、ヘルスケア、AI、水上モビリティなど、８社の企業

が描く未来社会の片鱗を、是非手に取ってご覧ください。

2022年10月

近畿経済産業局 中小企業政策調査課

Information - Vol.18-
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＃サーキュラー・エコノミー ＃3代目社長と元バンカー番頭 #小型メタンガス発電プラント

生
ゴ
ミ
を
焼
却
処
分
せ
ず
、
微
生
物

の
力
で
メ
タ
ン
ガ
ス
を
回
収
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
変
え
る
。
そ
ん
な
バ
イ
オ
マ

ス
技
術
の
小
型
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
に
成

功
し
た
の
が
、
株
式
会
社
ヴ
ァ
イ
オ
ス

（
和
歌
山
市
）
で
あ
る
。

株式会社ヴァイオス
KIZASHI

資
源
循
環
の
ル
ー
プ
を

世
界
中
で
、
簡
単
に

3

バ
イ
オ
マ
ス
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
で

市
場
の
差
別
化
に
成
功

同
社
が
取
り
入
れ
た
、
「M

F
S

/

M
e
th

a
n

e
 fe

rm
e
n

ta
tio

n
 s

ys
te

m

(

メ
タ
ン
発
酵
シ
ス
テ
ム)

」
は
、
汚
泥

や
生
ゴ
ミ
等
か
ら
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
生

成
す
る
技
術
だ
。
無
酸
素
環
境
下
で
、

微
生
物
が
生
ゴ
ミ
等
の
有
機
物
を
分
解

す
る
過
程
で
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を

活
用
す
る
発
電
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
。

従
来
よ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
技
術
を
用

代表の吉村氏

早
い
段
階
か
ら
『
循
環
』
に
着
目

事
業
転
換
へ
の
ド
ラ
イ
ブ

１
９
６
７
年
に
浄
化
槽
（※

1)

の

施
工
・
維
持
管
理
を
ル
ー
ツ
と
す
る
同

社
は
、
和
歌
山
県
下
の
生
活
排
水
関
連

の
仕
事
を
主
業
務
と
し
て
い
た
が
、
下

水
道
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
、
い
ず
れ

は
浄
化
槽
の
ニ
ー
ズ
が
減
少
す
る
自
社

の
将
来
に
大
き
な
懸
念
を
抱
え
て
い
た
。

先
代
か
ら
事
業
を
引
き
継
い
だ
代
表

の
吉
村
氏
と
、
前
職
で
メ
イ
ン
バ
ン
ク

の
融
資
担
当
と
し
て
同
社
の
第
二
創
業

の
必
要
性
を
共
有
し
て
い
た
現
財
務
担

当
役
員
の
村
岡
氏
は
、
同
社
の
ル
ー
ツ

を
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
活
か
し
て
い
く

た
め
に
、
「
資
源
の
循
環
」
に
着
目
。

平
成
の
半
ば
の
時
代
、
3R

が
注
目
を

浴
び
る
中
、
飛
躍
し
て
「
エ
コ
シ
ス
テ

ム
」
と
い
う
考
え
方
を
選
ん
だ
。
「
そ

こ
に
迷
い
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
二
人

は
、
会
社
と
し
て
大
切
に
し
て
い
き
た

い
価
値
観
を
込
め
て
、
「
資
源
循
環
の

ル
ー
プ
を
構
築
し
、
地
域
と
共
に
歩

む
」
と
い
う
理
念
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
理
念
の
も
と
、
汚
泥
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
た
高
品
質
有
機
質
肥
料
や
、
石
炭

の
代
替
と
し
て
期
待
が
高
か
っ
た
固
形

燃
料
の
開
発
な
ど
を
進
め
た
。

し
か
し
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
を
契
機
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

の
逼
迫
を
目
に
し
大
き
く
方
針
を
転

換
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
・
国
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
政
策
も

あ
っ
て
、
バ
イ
オ
メ
タ
ン
の
生
成
研
究

に
着
手
。
小
型
と
い
う
切
り
口
で
２
０

１
７
年
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
タ
ン
ガ
ス

発
電
プ
ラ
ン
ト
を
上
市
し
、
同
社
の
事

業
は
二
度
目
の
転
換
期
を
迎
え
た
の
で

あ
る
。

（※１）浄化槽

下水処理場につながらない地域で、水洗便所の汚物を分解・消毒するための装置。

株
式
会
社
ヴ
ァ
イ
オ
ス

代
表
取
締
役
社
長

吉
村

英
樹



メタンガス生成フロー

リサイクル有機質肥料を使って
育てたにんにくは資源循環の

手本となっている
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い
た
プ
ラ
ン
ト
は
大
手
を
中
心
に
開
発

さ
れ
て
い
た
が
、
同
社
は
こ
の
発
酵
の

過
程
に
必
要
な
設
備
を
、
一
つ
の
コ
ン

テ
ナ
に
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
小
型
（
投

入
さ
れ
る
原
料
が
1

日
50

㎏~

５

ｔ
）
か
つ
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
た
プ
ラ
ン

ト
と
し
て
差
別
化
に
成
功
、
そ
の
ま
ま

海
外
に
も
輸
出
で
き
る
規
格
と
し
た
。

小
型
化
は
先
行
す
る
大
手
と
の
市
場

の
棲
み
分
け
に
も
な
り
、
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
は
一
般
に
受
注
か
ら
納
品
ま
で
数
年

か
か
る
と
こ
ろ
を
、
４
カ
月
程
度
で
の

ス
ピ
ー
ド
納
品
を
可
能
と
し
た
。
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
で
進
め
たD

X
 

化
の
遠
隔
監

視
シ
ス
テ
ム
は
大
手
通
信
会
社
と
も
協

業
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
理
念
に
乗
せ
た

明
確
な
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン

小
型
メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
と

並
行
し
て
始
め
た
取
り
組
み
で
あ
る
農

業
も
、
農
業
生
産
法
人
㈱
ヨ
シ
ム
ラ

フ
ァ
ー
ム
と
し
て
、
資
源
循
環
の
手
本

と
な
る
べ
く
、
現
在
で
は
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
に
50

万
個
の
に
ん
に
く
を
栽

培
し
、
地
域
創
生
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

第
二
創
業
時
の
年
商
３
億
円
か
ら
10

億
円
ま
で
伸
長
さ
せ
、
実
質
無
借
金
経

営
と
な
っ
た
現
在
、
村
岡
氏
は
「
あ
の

頃
は
自
社
の
ス
タ
ッ
フ
に
す
ら
心
配
さ

れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
」
と
語
る
。

ま
た
、
「
将
来
的
に
は
、
東
南
ア
ジ

ア
地
域
で
当
社
の
プ
ラ
ン
ト
を
核
と
し

た
施
設
建
設
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
吉
村
氏
、
村
岡
氏
は
プ
ラ
ン
を

練
る
。
「
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
ル
ー
プ

を
構
築
し
地
域
と
と
も
に
歩
む
」
と
い

う
経
営
理
念
の
も
と
、
未
来
に
向
け
た

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
描
き

続
け
る
企
業
が
こ
こ
に
あ
る
。

株式会社ヴァイオス
・設立：1978年5月
・資本金：3,000万円
・従業員数：54名

・業種：廃棄物処理業
・所在地：和歌山県和歌山市西庄296-9
・URL：https://vioce.jp/

「資源循環のループを構築し、地域とともに歩む」

経営理念

東
日
本
大
震
災
以
降
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
期
待
と
コ
ス
ト
面
の
相
反
で

導
入
に
慎
重
だ
っ
た
企
業
の
み
な
ら
ず
、

O
D

A

（
政
府
開
発
援
助
）
に
よ
る
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
普
及
に
も
貢
献
。
ま

た
、
災
害
時
で
も
活
用
可
能
な
仕
組
み

と
し
て
「
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
６
（
（
一
社
）

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進
協
議

会
）
」
で
優
良
賞
を
受
賞
し
た
。

同社が開発した小型プラント
1つのコンテナにプラントが収容されている

https://vioce.jp/


＃医師発スタートアップ ＃遠隔医療をデザイン #QOLが向上する心臓リハビリを

KIZASHI
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心
臓
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
率
向
上
を

目
指
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
管
理
シ
ス

テ
ム
を
開
発

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
は
、
心
疾
患
の
基
礎

に
あ
る
動
脈
硬
化
や
心
不
全
の
病
態
の

進
行
を
抑
制
・
軽
減
さ
せ
る
と
い
う
意

味
で
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
も
つ
。

そ
ん
な
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
で
あ
る
が
、
通

院
負
荷
が
大
き
く
、
外
来
通
院
で
の
実

施
率
は
７
％
と
か
な
り
低
い
。

こ
の
現
状
を
改
善
し
よ
う
と
考
え
た

循
環
器
専
門
医
で
あ
る
谷
口
氏
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
管
理
型
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
シ
ス

テ
ム
を
実
装
す
る
た
め
２
０
１
７
年
に

リ
モ
ハ
ブ
を
創
業
。
近
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
遠

隔
診
療
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
、
同

社
の
需
要
は
、
患
者
か
ら
も
医
療
者
か

ら
も
高
ま
っ
て
い
る
。

株式会社リモハブ 代表取締役社長 谷口 達典

自
宅
で
安
全
に

適
切
な
負
荷
で
行
え
る
か
ど
う
か

通
常
は
病
院
で
医
療
従
事
者
の
監
督

の
も
と
行
う
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
を
自
宅
で

行
う
た
め
に
は
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
に
適

し
た
医
療
機
器
と
遠
隔
で
の
管
理
を
可

能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
必
要
で

あ
る
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
リ
モ
ハ
ブ
が
開
発
し
た
の
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
管
理
型
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
療
機
器(

通
称
：R

H
-

01)

だ
。

創るのは、患者様と医療者に優しいシステム

（※１）DTx（デジタルセラピューティクス）

医師の管理下で患者自身が使用する治療目的のプログラムであり，疾病の予防，診断・治療などの医療行為をデジタル技術

を用いて支援，または実施するソフトウェア。（http://www.aro.med.kyushu-u.ac.jp/pdf/center/documents/document20220304-1.pdf）

株式会社リモハブ

http://www.aro.med.kyushu-u.ac.jp/pdf/center/documents/document20220304-1.pdf
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株式会社リモハブ
・設立：2017年3月
・資本金：１億円
・従業員数：20名

・業種：情報通信（ヘルスケアスタートアップ）
・所在地：大阪府吹田市江坂町1-23-19 米澤ビル第5江坂 4F
・URL：https://www.remohab.com/

心
疾
患
に
と
ど
ま
ら
ず
、

遠
隔
医
療
そ
の
も
の
を
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
０
年
よ
り
、
同
社
は
大
阪
大

学
と
共
に
、
国
内
初
のD

T
x(※

１
）

領
域
の
医
師
主
導
治
験
を
実
施
す
る
な

ど
更
な
る
躍
進
を
続
け
て
い
る
。
今
後

の
課
題
は
「
医
療
者
か
ら
の
理
解
促

進
」
。
そ
の
た
め
に
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
医
療
従
事
者
へ
の
教
育
体
制
構
築

も
重
要
だ
。
「
関
連
す
る
医
療
学
会
と

の
連
携
も
重
要
」
と
谷
口
氏
は
語
る
。

将
来
的
に
は
、
運
動
療
法
に
加
え
、

食
事
な
ど
の
生
活
指
導
も
含
め
た
包
括

的
な
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
を
組
み
込
ん
だ
シ

ス
テ
ム
提
供
を
目
指
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
同
社
が
掲
げ
る
「
遠
隔
医
療
の
デ

ザ
イ
ン
」
の
一
歩
目
。
認
知
症
や
う
つ

病
と
い
っ
た
他
の
疾
患
に
も
活
用
さ
れ

る
未
来
の
実
現
に
向
け
同
社
の
挑
戦
は

続
く
。

鍵
は
有
識
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

リ
モ
ハ
ブ
の
開
発
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
管
理
型
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
シ
ス
テ
ム

は
、
医
療
機
関
と
患
者
宅
を
繋
ぐ
ア

プ
リ
・
心
電
計
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
バ

イ
ク
か
ら
成
る
医
療
機
器
だ
。

谷
口
氏
が
創
業
し
た
当
時
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
や
も
の
づ
く
り
の
こ
と
は
門

外
漢
で
あ
り
苦
労
し
た
。
し
か
し
、

起
業
前
に
参
加
し
た
、
医
療
機
器
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
牽
引
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
ジ
ャ
パ
ン
バ
イ
オ
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
（
一
社
）
日
本

バ
イ
オ
デ
ザ
イ
ン
学
会
）
」
で
得
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
や
機
器
設
計
の
外
注
先
企
業

等
を
獲
得
し
、
当
初
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

形
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

医
師
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

E
X

IT

戦
略
（M

&
A

）

こ
の
リ
ハ
ビ
リ
シ
ス
テ
ム
は
、
主

に
高
齢
者
を
中
心
に
、
医
療
機
関
か

ら
の
レ
ン
タ
ル
で
、
退
院
時
に
医
師

の
判
断
・
指
導
の
元
、
自
宅
に
一
式

設
置
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
想
定
。
医
療
機
関
と
の
連
携
は
当

然
の
こ
と
、
日
本
全
国
へ
の
営
業
・

販
売
網
の
獲
得
が
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

技
術
に
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
グ
ル
ー

プ
が
関
心
を
も
ち
、
２
０
２
２
年
３

月
にM

&
A

を
実
施
。
リ
モ
ハ
ブ
は
同

グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
と
な
り
、
課
題

だ
っ
た
全
国
の
営
業
・
販
売
網
の
獲
得

に
成
功
し
た
。

医
療
機
器
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か

ら
も
、
創
業
当
初
よ
り
谷
口
氏
は
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
のE

X
IT

と
し
て
大
企

業
に
よ
るM

&
A

を
意
識
し
て
い
た
と

い
う
。
「
医
師
発
・
大
学
発
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ

と
で
、
日
本
に
お
け
る
医
療
機
器
開
発

を
推
進
し
た
い
」
と
谷
口
氏
は
熱
く
語

る
。

RH-01を通じて、心疾患患者のQOL向上をめざす

https://www.remohab.com/
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海
の
な
い
と
こ
ろ
に
海
を
つ
く
る

海
の
魚
を
陸
上
で
育
て
よ
う
と
挑
戦

を
続
け
る
企
業
が
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
鯖

が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
有
名
な
、
さ
ば

料
理
専
門
レ
ス
ト
ラ
ン
「S

A
B

A
R

」

を
経
営
す
る
「
サ
バ
博
士
」
こ
と
、
右

田
孝
宣
氏
が
２
０
１
７
年
に
立
ち
上
げ

た
サ
バ
の
養
殖
事
業
会
社
、
フ
ィ
ッ

シ
ュ
・
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
だ
。

料
理
を
提
供
す
る
中
、
国
産
の
天
然

マ
サ
バ
の
漁
獲
量
が
年
々
減
少
す
る
こ

と
に
危
機
感
を
覚
え
、
自
分
た
ち
の
手

で
最
高
の
サ
バ
を
育
て
よ
う
と
、
和
歌

山
県
串
本
町
の
海
上
養
殖
に
始
ま
り
、

現
在
は
豊
中
市
の
自
社
内
に
て
陸
上
養

殖
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。

陸上養殖サバのプラットフォーマー

フィッシュ・バイオテック株式会社 代表取締役CEO 右田 孝宣

大
衆
魚
か
ら
高
級
魚
へ

ブ
ラ
ン
ド
鯖
と
の
出
会
い

右
田
氏
は
、
20

代
の
と
き
に
滞
在

し
た
豪
州
で
、
寿
司
チ
ェ
ー
ン
店
の
事

業
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し
た
実
績
が
あ

り
、
水
産
加
工
工
場
や
サ
ー
モ
ン
の
養

殖
事
業
に
も
携
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
。

帰
国
後
に
鯖
の
総
合
商
社
「
鯖
や
」
を

創
業
、
同
社
の
「
と
ろ
さ
ば
棒
寿
司
」

は
百
貨
店
の
催
事
で
も
即
完
売
す
る
な

ど
フ
ァ
ン
が
多
く
、
そ
の
７
年
後
に
は

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し

た
「S

A
B

A
R

」
が
誕
生
し
た
。

右
田
氏
の
「
サ
バ
愛
」
と
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
行
っ
た

フィッシュ・バイオテック株式会社
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フィッシュ・バイオテック株式会社
・設立：2017年
・資本金：約3,700万円
・従業員数：8名

・業種：水産養殖コンサルタント業
・所在地：大阪府豊中市庄内東町1-7-33
・URL：https://fiotec.jp/

IC
T

を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
養
殖
に
挑
戦

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
社
と

し
て
サ
バ
の
養
殖
に
着
手
し
た
の
は
２

０
２
０
年
。
同
社
独
自
の
養
殖
研
究
飼

育
設
備
「
サ
バ
の
人
工
種
苗
生
産
所
」

を
、
和
歌
山
県
串
本
町
大
島
の
陸
上
に

構
え
た
。
サ
バ
の
親
魚
か
ら
人
工
的
に

卵
を
取
り
出
し
、
陸
上
で
孵
化
を
さ
せ

る
。
５
世
代
に
わ
た
り
優
良
種
を
掛
け

合
わ
せ
た
サ
バ
の
稚
魚
は
「
サ
バ
の
人

工
種
苗
」
と
し
て
日
本
各
地
に
出
荷
さ

れ
、
各
地
で
ブ
ラ
ン
ド
鯖
と
し
て
大
切

に
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

同
年
に
サ
バ
の
海
面
養
殖
も
開
始
、

素
人
同
然
で
漁
師
の
勘
と
い
う
も
の
も

無
い
状
態
だ
っ
た
が
、
６
月
にN

T
T

ド

コ
モ
と
業
務
提
携
、
水
中
カ
メ
ラ
や
超

音
波
に
よ
り
計
測
し
た
魚
体
長
や
、
海

洋
や
衛
星
デ
ー
タ
等
をIC

T

で
一
元
収

集
・
観
測
す
る
ス
マ
ー
ト
養
殖
機
器
を

導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

講
演
が
き
っ
か
け
で
、
鳥
取
県
とJR

西

日
本
が
手
掛
け
る
ア
ニ
サ
キ
ス
フ
リ
ー

の
完
全
陸
上
養
殖
「
お
嬢
サ
バ
」
に
出

会
い
、
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
大
衆
魚
が
高

級
魚
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
安
全
性

と
美
味
し
さ
を
同
時
に
確
立
す
る
様
を

目
の
当
た
り
に
し
た
右
田
氏
が
、
サ
バ

の
養
殖
事
業
へ
の
参
入
を
決
め
た
の

は
、
ご
く
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
。

予
測
で
き
て
も
対
策
で
き
な
い

自
然
の
脅
威

IC
T

機
器
の
お
か
げ
で
気
候
や
危
険

予
測
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
ま

ま
順
調
に
進
む
か
と
思
え
た
ス
マ
ー
ト

養
殖
だ
っ
た
が
、
自
然
の
脅
威
を
解
決

す
る
手
段
が
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
代

表
的
な
も
の
は
頻
発
す
る
高
水
温
問
題

だ
。
一
般
的
な
人
工
生
簀
で
は
、
低
水

温
に
な
る
深
さ
ま
で
生
簀
を
沈
降
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
高
水
温
を
回
避
す
る
の

だ
が
、
設
置
し
た
養
殖
場
の
水
深
で
は

対
応
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
海
で

あ
る
以
上
、
完
全
に
ア
ニ
サ
キ
ス
が
い

な
い
と
は
明
言
で
き
な
い
。

陸
上
養
殖
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

２
０
２
１
年
12

月
、
大
阪
府
豊
中

市
の
自
社
ビ
ル
の
一
室
に
い
く
つ
も
の

水
槽
が
並
ぶ
。
水
道
水
か
ら
作
っ
た
人

工
海
水
を
、
複
数
の
濾
過
槽
で
不
純
物

の
除
去
と
分
解
を
行
い
、
循
環
さ
せ
続

け
る
「
閉
鎖
循
環
型
陸
上
養
殖
」
だ
。

排
水
が
最
小
限
で
環
境
負
荷
が
極
め
て

低
い
。
ま
た
、
卵
か
ら
の
完
全
陸
育
ち

で
病
原
体
侵
入
の
恐
れ
が
な
く
、
生
食

も
安
全
だ
。
危
険
な
海
上
作
業
、
漁
業

権
や
船
舶
免
許
と
も
無
縁
、
水
と
ス

ペ
ー
ス
さ
え
あ
れ
ば
場
所
を
選
ば
ず
、

誰
で
も
参
画
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

同
社
は
、
陸
上
養
殖
の
普
及
を
目
指

す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
、
来

年
のβ

版
販
売
に
向
け
、
海
面
設
備
時

よ
り
も
は
る
か
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
開

発
を
推
し
進
め
て
い
る
。

https://fiotec.jp/


＃水上モビリティの自律航行 ＃持続可能な海上輸送インフラ #ロボティクスとAI

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
とA

I

で

水
上
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
自
律
化
を

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
とA

I

で
あ
ら
ゆ
る
水

上
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
自
律
化
す
れ
ば
、
水

上
交
通
が
欠
か
せ
な
い
離
島
地
域
の
生

活
航
路
の
維
持
存
続
が
で
き
る
。
そ
ん

な
水
上
交
通
に
新
た
な
活
路
を
見
い
だ

す
夢
の
よ
う
な
技
術
の
開
発
に
挑
戦
し

て
い
る
の
が
株
式
会
社
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト

（
大
阪
府
堺
市
）
で
あ
る
。

「
エ
イ
ト
ノ
ッ
トA

I
C

a
p

ta
in

」
と

い
う
小
型
船
舶
向
け
自
律
航
行
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
開
発
を
２
０
２
１
年
か

ら
行
い
、
約
半
年
で
基
礎
部
分
を
完
成
。

広
島
県
で
の
物
資
輸
送
の
実
証
実
験
に

成
功
し
た
。

KIZASHI

水
上
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

自
律
航
行
技
術
で

海
に
道
を
造
る

9

他
業
界
か
ら
の
参
入
で

既
存
業
界
に
新
た
な
う
ね
り
を

代
表
者
で
あ
る
木
村
裕
人
氏
は
、
外

資
系
企
業
に
お
い
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

や
新
規
事
業
担
当
後
独
立
。
ク
ル
ー

ザ
ー
の
企
画
・
開
発
会
社
の
設
立
に
参

画
す
る
が
、
「
海
に
道
を
造
る
」
と
い

う
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
を
目
指
し

同
社
を
立
ち
上
げ
た
。
ま
た
、C

T
O

に

は
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
で
２
回
の
優

勝
経
験
の
あ
る
横
山
智
彰
氏
が
就
任
。

同
社
の
「
無
人
航
行
」
は
、
法
律
の

整
備
も
必
要
で
あ
り
、
２
０
２
５
年
に

大
阪
・
瀬
戸
内
海
地
域
で
旅
客
を
乗
せ

先
進
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り

安
全
面
を
確
保

水
上
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
自
律
化
に
お
い

て
は
、
目
的
地
ま
で
い
か
に
安
全
に
辿

り
着
け
る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
流
木
な
ど
の
浮
遊
物
を
避
け
た
り
、

付
近
海
域
を
航
行
す
る
他
船
の
動
き
を

検
知
す
る
こ
と
で
、
安
全
な
回
遊
ル
ー

ト
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
設
定
す
る
。
目

的
地
ま
で
の
ル
ー
ト
設
定
に
はG

P
S

の

位
置
情
報
、
水
上
の
障
害
物
に
は
船
で

は
一
般
的
で
は
な
いL

iD
A

R

（
ラ
イ

ダ
ー
、
レ
ー
ザ
ー
光
を
使
っ
た
セ
ン

サ
ー
の
一
種
）
を
活
用
、
先
進
的
な
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
安
全

な
自
律
航
行
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

自律航行EV船 離島実証実験

た
実
装
を
目
指
し
、
開
発
を
進
め
て
い

る
。

株
式
会
社
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト

代
表
取
締
役

木
村

裕
人

株式会社エイトノット
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海
起
点
で
拡
大
す
る

新
た
な
経
済
圏
の
創
造
へ

同
社
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
は

「
海
に
道
を
造
る
」
「
海
上
イ
ン
フ

ラ
」
へ
の
想
い
だ
。
か
つ
て
鉄
道
会
社

が
鉄
道
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
も

な
か
っ
た
地
域
に
住
宅
、
商
業
施
設
、

娯
楽
施
設
と
い
っ
た
沿
線
の
地
域
開
発

を
促
し
、
新
た
な
経
済
圏
を
創
造
し
た

よ
う
に
、
同
社
が
「
海
に
道
を
造
る
」

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
海
起
点
で
町
、
海

上
都
市
の
創
造
が
可
能
と
な
り
、
海
起

点
で
の
新
し
い
経
済
圏
を
創
造
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
人
類
は
人
口
増
加
や
温
暖
化

に
よ
る
海
面
上
昇
に
よ
り
、
多
く
の
人

の
生
活
の
場
所
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
、

特
に
海
沿
い
の
都
市
に
と
っ
て
は
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
解
決
す
る
海
上
都
市
に
は
国
連

も
注
目
し
て
い
る
状
況
だ
。
海
上
都
市

に
は
水
上
交
通
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
が
欠

か
せ
な
い
。
利
用
者
に
と
っ
て
必
要
な

時
に
必
要
な
場
所
に
人
が
介
在
し
て
い

な
く
て
も
船
を
送
る
同
社
の
技
術
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
海
上
都
市

に
お
い
て
持
続
可
能
な
水
上
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
。

同
社
は
日
本
の
み
な
ら
ず
、
海
外
に

お
け
る
全
人
類
的
な
問
題
に
取
り
組
む

企
業
を
目
指
し
、
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

株式会社エイトノット
・設立：2021年3月
・資本金：2,805万円
・従業員数：11名

・業種：水上モビリティの自律航行システム開発
・所在地：大阪府堺市堺区北波止町10
・URL：https://8kt.jp

自動離着桟

同
社
が
水
上
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
自
律
化

に
着
目
し
た
き
っ
か
け
は
、
日
本
に
お

け
る
船
舶
関
連
事
業
の
持
続
可
能
性
に

危
機
感
を
覚
え
た
か
ら
だ
。

船
員
数
は
過
去
30

年
で
40

％
減
少
、

ま
た
安
全
性
の
面
で
は
船
舶
事
故
の

74

％
が
人
為
的
な
ミ
ス
に
起
因
し
て

い
る
。
収
益
性
の
面
で
は
、
離
島
航
路

に
年
間
65

億
円
の
補
助
金
が
投
入
さ

れ
て
お
り
、
行
政
に
よ
る
離
島
生
活
航

路
の
支
え
は
限
界
に
近
付
い
て
い
る
状

況
と
言
え
る
。

離
島
で
の
暮
ら
し
が
将
来
に
わ
た
っ

て
安
心
で
、
持
続
可
能
な
未
来
。
そ
ん

な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、
同
社
は
オ

ン
デ
マ
ン
ド
型
の
水
上
交
通
の
開
発
に

挑
戦
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

https://8kt.jp/
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超
高
層
ビ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ

関
連
ス
ペ
ー
ス
を
削
減

ど
の
ビ
ル
も
１
階
の
ス
ペ
ー
ス
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ホ
ー
ル
で
埋
ま
り
、
テ
ナ
ン
ト
向
け

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
い
。
高
層
階
へ
向

か
う
に
は
、
10

階
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
で
移

動
後
、
高
層
階
用
エ
レ
ベ
ー
タ
に
乗
り
換
え

る
。
そ
ん
な
ビ
ル
建
築
の
常
識
を
変
え
た
い

と
リ
ニ
ア
リ
テ
ィ
ー
株
式
会
社
マ
ル
コ
ン

C
E

O

は
語
る
。
ひ
と
つ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
昇
降

路
に
複
数
台
の
輸
送
カ
ゴ
を
取
り
付
け
ら
れ

る
「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
・
エ
レ
ベ
ー
タ
」
設
備

を
導
入
す
れ
ば
、
従
来
の
ビ
ル
設
計
と
比
較

し
て
テ
ナ
ン
ト
用
の
床
面
積
を
大
幅
に
確
保

で
き
、
ビ
ル
１
棟
あ
た
り
、
な
ん
と
４
０
０

億
円
の
収
入
増
を
見
込
む
と
い
う
。

建築・社会構造の当たり前を
リニアモータ・エレベータで変える

株式会社リニアリティー 代表取締役社長 マルコン・シャンドル

取締役
(Desird Design R&D CEO)

A
I

制
御
の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

マ
ル
コ
ンC

E
O

は
大
手
エ
レ
ベ
ー
タ
メ
ー

カ
ー
で
16

年
以
上
に
渡
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
を
研
究
し
て
い
た
が
、
２
０
０
７
年

に
建
築
家
の
高
松
伸
氏
が
描
い
た
、
ま
る
で

回
転
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
円
型
建
築
構
想

で
あ
る
「R

IN
G

D
O

M

」
に
衝
撃
を
受
け
た

（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
こ
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
自
由
な
建
築
物
を
実
現
す
る
に
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
が
必
要
だ
と

痛
感
。
単
に
上
下
に
昇
降
す
る
だ
け
で
は
だ

め
だ
と
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
制
御
の
エ
レ
ベ
ー

タ
開
発
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

エンデル・カザン

株式会社リニアリティー
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現
在
エ
レ
ベ
ー
タ
駆
動
の
方
式
と
し

て
主
流
な
の
は
、
輸
送
カ
ゴ
を
ロ
ー
プ

で
つ
り
上
げ
る
「
ロ
ー
プ
式
」
。
一
方

同
社
が
開
発
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
は
ロ
ー

プ
を
用
い
な
い
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
制
御
の

昇
降
シ
ス
テ
ム
を
検
討
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
の
軌
道
は
縦
方

向
に
限
定
さ
れ
な
い
。
カ
ゴ
は
昇
降
シ

ス
テ
ム
の
軌
道
に
沿
っ
て
自
走
す
る
た

め
、
例
え
ば
下
の
よ
う
な
複
雑
な
形
状

の
ビ
ル
で
も
あ
ら
ゆ
る
方
向
へ
の
軌
道

設
計
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
軌
道

上
へ
の
複
数
の
カ
ゴ
の
設
置
が
可
能
と

な
る
。
複
数
の
カ
ゴ
はA

I
管
理
シ
ス
テ

ム
で
効
率
的
に
制
御
さ
れ
る
。
少
な
い

待
ち
時
間
か
つ
乗
り
換
え
無
し
で
目
的

階
へ
到
達
出
来
る
た
め
、
輸
送
能
力
・

サ
ー
ビ
ス
性
の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
の
新
駆
動
技
術
が

社
会
生
活
を
飛
躍
的
に
革
新
す
る

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
・
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
ビ
ル

床
面
積
の
有
効
活
用
だ
け
で
な
く
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
問
題
解
決
の
可
能
性
も
秘
め
て
い

る
。
自
由
自
在
に
設
置
で
き
る
昇
降
シ
ス
テ

ム
軌
道
は
、
駅
ビ
ル
と
少
し
離
れ
た
ビ
ル
を

も
繋
ぐ
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
「
駅
の
改
札

を
出
て
す
ぐ
に
エ
レ
ベ
ー
タ
に
乗
り
込
む
と
、

自
社
オ
フ
ィ
ス
の
フ
ロ
ア
ま
で
直
行
す
る
よ

う
な
設
計
も
可
能
と
な
る
。
」
と
マ
ル
コ
ン

氏
は
語
る
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
新
規
の
ビ
ル
だ
け
で
は
な

く
、
既
存
の
エ
レ
ベ
ー
タ
昇
降
路
も
見
込
む
。

旧
式
シ
ス
テ
ム
を
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
制
御
シ
ス

テ
ム
へ
改
造
す
る
だ
け
で
輸
送
カ
ゴ
が
複
数

設
置
で
き
、
建
て
直
す
場
合
と
比
較
し
て
低

コ
ス
ト
で
の
導
入
が
可
能
だ
。

同
社
は
今
年
度
内
を
目
処
に
京
都
大
学
宇

治
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
テ
ス
ト
タ
ワ
ー
を
建
設

し
、
大
手
エ
レ
ベ
ー
タ
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同

試
作
を
開
始
。
エ
レ
ベ
ー
タ
昇
降
シ
ス
テ
ム

「L
-D

R
IV

E

」
の
サ
ン
プ
ル
販
売
に
向
け
、

開
発
を
進
め
て
い
る
。
製
品
化
に
向
け
、
ト

ル
コ
のD

e
s
ird

D
e
s
ig

n
 R

&
D

社
や
京
都
大

学
、
京
都
高
度
技
術
研
究
所
を
は
じ
め
各
社

と
の
協
業
に
よ
り
試
作
を
進
め
、
今
後
さ
ら

に
資
金
や
技
術
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
り
、

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
出
展

及
び
２
０
２
６
年
内
のIP

O

を
目
指
し
て
い

る
。

株式会社リニアリティー
・設立：2017年
・資本金：1億630万円
・従業員数：6名

・業種：リニアモータ・エレベータ関連の研究、開発、販売
・所在地：京都市左京区吉田河原町14 京都技術科学センター14号室
・URL：https://linearity.co.jp/jp/

リニアモータ・エレベータが実現すれば、複雑な形状のビルでもエレベータ輸送が可能となる。

エレベータ昇降システム「L-DRIVE」概要図。
電子回路やセンサー類等を一つのユニットにまとめ、採用す
る側の負担が最小限となる設計。

SKY∩ARC  ©︎FUTURE ACCEL Labo

https://linearity.co.jp/jp/

https://linearity.co.jp/jp/development/drive_technology/

RINGDOM

https://linearity.co.jp/jp/


＃100年後の家と暮らし ＃Archipelago #“動く”建築

空
間
の
再
利
用
で

１
０
０
年
続
く
未
来
の
建
築
を

屋
根
裏
株
式
会
社
は
大
阪
を
中
心

に
、
建
築
設
計
、
イ
ン
テ
リ
ア
・
プ
ロ

ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
会
社
だ
。
目

の
前
の
お
客
様
を
建
築
デ
ザ
イ
ン
を
通

じ
て
、
幸
せ
に
す
る
こ
と
に
取
り
組
む

一
方
で
、
１
０
０
年
先
の
未
来
の
暮
ら

し
を
自
ら
描
き
、
ま
る
で
お
も
ち
ゃ
の

ブ
ロ
ッ
ク
の
よ
う
に
必
要
な
時
だ
け
組

み
合
わ
せ
、
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
ブ

ロ
ッ
ク
型
の
住
宅
「A

rc
h

ip
e
la

g
o

」

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

動
く
建
築
：A

rc
h

ip
e

la
g

o

で

人
の
暮
ら
し
を
変
え
る

13

建
築
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
か
ら

「
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
へ

「
日
本
の
住
宅
は
高
す
ぎ
る
。
建
築

の
技
術
は
１
０
０
年
前
と
変
わ
っ
て
い

な
い
」
と
代
表
の
寺
田
雅
史
氏
は
思
い

を
語
る
。
そ
ん
な
寺
田
氏
の
思
い
か
ら

建
築
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
ア
イ
デ
ア

の
実
現
に
着
手
し
、
従
来
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
オ
ー
ダ
ー
に
合
わ
せ
る
建
築
か

ら
、
建
築
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
化
＝
量
産
化

を
志
向
。
量
産
に
適
し
た
新
た
な
建
築

「A
rc

h
ip

e
la

g
o

」
に
よ
り
、
ロ
ー
コ

ス
ト
な
住
宅
を
実
現
。
ま
た
建
築
を
自

動
車
の
よ
う
に
工
場
で
生
産
す
る
こ
と

で
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返

し
、
更
な
る
ロ
ー
コ
ス
ト
へ
の
挑
戦
を

行
っ
て
い
る
。

動
く
建
築
で

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造

「A
rc

h
ip

e
la

g
o

」
の
ユ
ニ
ッ
ト
の

大
き
さ
は
約
６
ｍ×

（

畳
）

で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
は
電

化
製
品
や
自
動
車
の
よ
う
に
国
内
の
専

用
工
場
で
大
量
生
産
。
一
つ
の
ユ
ニ
ッ

ト
を
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
で
き
る
コ
ン
テ

ナ
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
こ
と
で
、
輸
送

コ
ス
ト
の
削
減
も
可
能
に
し
た
。
ロ
ー

コ
ス
ト
で
あ
る
一
方
、
重
量
鉄
骨
を

使
っ
た
建
築
と
し
て
、
建
築
確
認
申
請

に
つ
い
て
も
認
証
済
み
、
基
礎
な
ど
の

建
築
構
造
も
専
門
家
と
設
計
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
施
工
の
面
に
お
い
て
は

ユ
ニ
ッ
ト
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
さ
せ
る
だ
け

と
い
う
簡
単
な
設
計
に
し
て
お
り
、
熟

練
の
職
人
で
な
く
と
も
高
品
質
な
施
工 豊中のシェアハウス

屋
根
裏
株
式
会
社

代
表
取
締
役

寺
田

雅
史

2.4

m

8.5

屋根裏株式会社
KIZASHI
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人
口
の
増
減
に
あ
わ
せ
て

増
減
で
き
る
空
間
を

同
社
がA

rc
h

ip
e
la

g
o

に
取
り
組
ん

だ
き
っ
か
け
は
、
住
宅
の
ロ
ー
コ
ス
ト

化
だ
け
で
は
な
い
。
少
子
高
齢
化
に
よ

り
人
口
減
少
が
加
速
す
る
日
本
に
お
い

て
社
会
問
題
化
し
て
い
る
「
空
き
家
」

や
、
家
屋
を
解
体
し
た
際
に
発
生
す
る

産
業
廃
棄
物
「
解
体
ゴ
ミ
」
と
い
っ
た

問
題
へ
の
挑
戦
だ
。
空
き
家
は
引
越
等

で
人
が
移
動
し
た
際
に
不
動
産
が
動
か

な
い
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
人

の
移
動
に
あ
わ
せ
て
建
築
自
体
も
一
緒

に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

、

空
き
家
は
当
然
発
生
し
な
い
し
、
家
屋

を
解
体
す
る
必
要
も
な
い
。

「
人
口
の
増
減
と
共
に
空
間
も
増
減

す
る
」
と
い
う
こ
の
発
想
は
、
代
表
者

が
大
学
在
籍
時
に
ゼ
ミ
に
お
い
て
卒
業

制
作
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
が
ベ
ー

ス
だ
。
当
時
は
「
で
き
る
訳
が
な
い
」

と
夢
物
語
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
発

想
で
あ
っ
た
が
、
優
秀
な
構
造
家
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
出
会
い
開
発
さ
れ
た
「
動

く
建
築
：A

rc
h

ip
e
la

g
o

」
に
よ
っ

て
、
実
現
可
能
な
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い

る
。屋

根
裏
株
式
会
社
は
「
『
動
く
建

築
』
は
社
会
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
の
想
い
を
胸
に
、
日
本
だ
け
で

は
な
く
海
外
へ
の
展
開
を
目
指
し
、
世

界
中
の
様
々
な
社
会
課
題
の
解
決
に
挑

み
続
け
て
い
く
。

屋根裏株式会社
・設立：2016年2月
・資本金：4,950万円
・従業員数：3名

・業種：建築設計業
・所在地：大阪府泉大津市東雲町1-35
・URL：https://archipelago.biz/

豊中のシェアハウス

精
度
を
実
現
。
安
心
安
全
の
面
で
も
全

く
問
題
の
な
い
建
築
だ
。

も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
が
「
動
く

建
築
」
と
い
う
こ
と
だ
。
自
分
で
好
き

な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
増
減
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
に
合
わ
せ
て
ユ
ニ
ッ
ト
を
増
や
し
た

り
、
減
ら
し
た
り
と
い
っ
た
ア
レ
ン
ジ

が
簡
単
に
可
能
だ
。
家
族
が
増
え
れ
ば

ユ
ニ
ッ
ト
を
追
加
購
入
し
、
将
来
的
に

部
屋
が
余
れ
ば
ユ
ニ
ッ
ト
を
部
分
的
に

売
却
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
建
築
は

動
か
な
い
も
の
」
と
い
う
固
定
概
念
を

打
ち
破
り
、
新
し
い
建
築
の
在
り
方
を

提
示
し
て
い
る
。

駐車場の上の空間を有効活用することができる
「Archipelago-Air」

https://archipelago.biz/
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琵
琶
湖
か
ら
湧
く
知
恵
で

暮
ら
し
を
よ
く
す
るA

I

企
業

Io
T

技
術
の
進
展
は
実
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
事
業
・
情
報
の
デ
ー
タ
化
を
促
し

つ
つ
あ
る
。
質
の
高
い
リ
ア
ル
デ
ー
タ

の
収
集
た
め
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
末

端
（
エ
ッ
ジ
）
側
の
革
新
が
重
要
で
あ

る
が
、
中
で
も
画
像
認
識
技
術
に
可
能

性
を
見
い
だ
し
、
実
用
的
な
エ
ッ
ジA

I

（※

１
）
を
目
指
す
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

が
、
滋
賀
県
に
あ
る
株
式
会
社tiw

a
k
i

だ
。
機
械
学
習
・
画
像
認
識
の
コ
ア
技

術
開
発
を
専
門
と
す
る
同
社
は
、
国
内

で
も
有
数
の
物
体
検
出
な
ど
の
技
術
者

を
揃
え
、
誰
も
が
簡
単
にA

I 

を
活
用

し
創
り
、
共
有
で
き
る
、
そ
ん
なA

I 

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
目
指
し
て
技

術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

誰もが使えるAI readyな社会を目指して

株式会社tiwaki 代表取締役 阮 翔（げん・しょう）

画
像
認
識
技
術
を
コ
ア
と
し
た

A
I 

開
発
の
プ
ロ
が
ア
サ
イ
ン

「
人
間
の
情
報
処
理
に
お
い
て
、
数

あ
る
中
で
も
視
覚
情
報
が
重
要
と
い
う

研
究
結
果
も
あ
る
。
環
境
を
認
知
・
理

解
す
る
画
像
認
識
が
機
械
学
習
で
最
も

大
事
だ
と
思
い
没
頭
し
た
」
と
、
代
表

の
阮

翔
（
げ
ん
・
し
ょ
う
）
氏
は
語

る
。
そ
ん
な
画
像
認
識
技
術
は
、
大
き

く
二
つ
の
役
割
が
存
在
す
る
。
「
検
出

系
」
と
「
認
証
系
」
だ
。
検
出
系
は
検

出
す
る
対
象
そ
の
も
の
を
探
し
出
す
技

術
で
、
認
証
系
は
検
出
し
た
も
の
を
理

（※１）エッジAI

エッジデバイス（末端装置）に搭載されたAIのこと。AIが持つ学習機能や分析機能がクラウド上ではなく、

端末側に存在し、リアルタイム性向上、通信コスト低減、セキュリティ向上が見込まれる。

株式会社tiwaki
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解
し
判
断
す
る
技
術
で
あ
る
。
同
社
は
、

そ
の
役
割
に
対
応
し
て
、
検
出
系

「F
u

rin
k
a
za

n

」
、
認
識
系

「O
n

m
yo

ji

」
と
い
う
二
つ
の
基
盤
技

術
を
開
発
し
た
。

エ
ッ
ジA

I

は
実
環
境
に
あ
る
端
末
に

組
み
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
環
境
で
も

耐
え
、
ス
ト
レ
ス
な
く
利
用
で
き
る
よ

う
小
型
・
高
速
・
高
精
度
と
い
う
特
性

に
極
限
ま
で
こ
だ
わ
る
必
要
が
あ
る
。

同
社
は
そ
の
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス

で
は
な
く
、
全
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
でA

I

開

発
を
進
め
て
い
る
。

tiw
a

k
i

が
目
指
す
未
来

乗
り
越
え
る
べ
き
日
本
の
課
題

tiw
a
k
i

が
考
え
る
最
先
端
。
そ
れ
は
、

ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
マ
シ
ン
で
専
門
的
な

人
だ
け
が
使
え
るA

I

で
は
な
い
。

「
ロ
ー
ス
ペ
ッ
ク
な
エ
ッ
ジA

I

で
も
、

現
場
の
環
境
で
自
由
に
誰
で
も
使
え
る

A
I

、
そ
ん
な
状
況
が
私
た
ち
が
考
え
る

最
先
端
だ
」
と
代
表
の
阮
氏
は
語
る
。

こ
の
思
い
に
ド
ラ
イ
ブ
を
掛
け
て
い
く

た
め
に
、
技
術
者
以
外
の
人
材
、
特
に

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
立
場
に
な
り
な
が
ら

技
術
提
案
が
で
き
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

人
材
の
獲
得
を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
。

そ
し
て
、A

I re
a
d

y

な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
日
本
に
お
け
る
懸
念
に
阮

氏
は
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
一
つ
は
画
像
認

識
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
お
け
る
「
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
規
制
」
だ
。
特
に
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
多
く
曖
昧
さ
が
心
理
的
抑
止

力
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
機
械
学
習
の

た
め
の
教
師
デ
ー
タ
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
言
う
。
そ
し
て
も
う
一

つ
が
、
「
技
術
に
対
す
る
尊
重
と
理
解

が
乏
し
い
こ
と
」
だ
。
硬
直
し
た
組
織

に
お
い
て
技
術
に
対
し
て
自
ら
学
び
を

求
め
る
上
層
部
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
阮
氏
は
指
摘
す
る
。

数
字
と
技
術
に
対
す
る
確
か
な
目
利

き
と
翻
訳
を
行
え
る
人
材
育
成
こ
そ
が
、

A
I re

a
d

y

な
社
会
の
到
来
を
早
め
る
た

め
に
重
要
な
要
素
か
も
し
れ
な
い
。

株式会社tiwaki
・設立：2016年
・資本金：8,299万円
・従業員数：40名

・業種：エッジAI開発
・所在地：滋賀県草津市野路東1-1-1 立命館大学BKCインキュベータ 101
・URL：https://www.tiwaki.com/

従来のAI利用法とエッジAIの比較

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
同
社
の
強
み

は
、
企
業
等
で
15
年
以
上A

I

開
発
に

取
り
組
ん
で
き
たA

I

エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団

で
あ
る
こ
と
だ
。
物
理
・
機
械
・
組
込

な
ど
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も

つ
こ
と
も
強
み
に
拍
車
を
か
け
、
ユ
ー

ザ
ー
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
エ
ッ
ジA
I

を
提
供
で
き
る
国

内
に
類
を
見
な
い
会
社
と
し
て
存
在
感

を
放
っ
て
い
る
。

受
託
開
発
を
ベ
ー
ス
に
ビ
ジ
ネ
ス
を

進
め
て
き
た
同
社
だ
が
、
近
年
は
共
同

開
発
に
事
業
の
柱
が
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ

る
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
自
動
運
転
、

M
a
a
S

な
ど
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
、F

A

関
連
、
リ
テ
ー
ル
関
連
な
ど
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
か
ら
引
き
合
い
が
来
て
い
る

状
態
。
ま
た
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
フ

ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
、
中
国
な
ど
海
外

の
取
引
先
も
多
く
、
今
後
も
目
が
離
せ

な
い
企
業
で
あ
る
。

高精度の骨格検出・姿勢推定を可能にする
「Furinkazan Pose」

https://www.tiwaki.com/
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深
刻
化
す
る
自
然
災
害
を
防
ぐ
た

め
、
世
界
中
の
森
林
を
守
り
た
い

近
年
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が

激
し
さ
を
増
し
、
気
候
変
動
の
影
響
に

い
か
に
社
会
が
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
、

世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
中
で

も
森
林
が
も
つ
炭
素
吸
収
力
や
土
砂
災

害
を
防
ぐ
機
能
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

こ
の
世
界
的
な
社
会
課
題
に
対
し
、

期
待
を
集
め
る
企
業
が
あ
る
。
ド
ロ
ー

ン
とA

I

の
技
術
で
世
界
の
森
林
を
守
る
、

京
都
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

D
e
e
p

F
o
re

s
t T

e
c
h

n
o
lo

g
ie

s

株
式
会

社
だ
。
代
表
取
締
役
の
大
西
信
德
氏
は
、

中
高
生
時
代
か
ら
熱
帯
雨
林
の
伐
採
問

題
に
関
心
を
持
ち
、
森
林
科
学
研
究
の

最
先
端
を
行
く
京
都
大
学
に
進
学
し
た
。

ドローン×AIで世界中の森林を守る

DeepForest Technologies株式会社 代表取締役 大西 信德

世
界
初
！

ド
ロ
ー
ン
とA

I

の
組
み
合
わ
せ
で

森
林
の
樹
木
を
精
緻
に
識
別

森
林
の
管
理
や
調
査
研
究
を
進
め
る

上
で
、
樹
木
の
群
生
状
況
の
正
確
な
把

握
が
不
可
欠
だ
。
し
か
し
、
１
本
ず
つ

の
レ
ベ
ル
ま
で
樹
木
の
種
類
や
高
さ
を

測
る
に
は
大
変
な
労
力
が
か
か
る
。
そ

れ
こ
そ
自
治
体
の
森
林
管
理
担
当
者
は
、

山
中
を
く
ま
な
く
歩
き
、
測
定
し
な
が

ら
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

DeepForest Technologies株式会社
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DeepForest Technologies株式会社
・設立：2022年
・資本金：300万円
・従業員数：２名

・業種：ソフトウェア開発業
・所在地：京都府京都市左京区吉田本町36番地1

京都大学国際科学イノベーション棟
・URL：https://deepforest-tech.co.jp/

し
た
。
さ
ら
に
、
個
人
旅
行
で
訪
れ
た

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
は
、

構
内
に
起
業
し
た
卒
業
生
の
成
果
品
が

普
通
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ

で
は
博
士
過
程
の
先
に
起
業
が
自
然
に

あ
る
と
い
う
こ
と
に
刺
激
を
受
け
た
。

２
０
２
１
年
４
月
に
京
都
大
学
の

産
学
共
同
実
用
化
促
進
事
業
「
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採

用
さ
れ
、
前
身
の
「D

e
e
p

 F
o
re

s
t

」

を
発
足
、
２
０
２
２
年
３
月
に
現
在
の

「D
e
e
p

F
o
re

s
t T

e
c
h

n
o
lo

g
ie

s

株
式

会
社
」
と
し
て
法
人
登
録
を
行
い
、
一

般
の
人
が
誰
で
も
使
え
る
森
林
解
析
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
に
磨
き
を
か
け
て

い
る
。

研
究
の
成
果
を
社
会
に
役
立
て
る

た
め
に
起
業

同
氏
が
博
士
課
程
在
籍
中
に
こ
の
研

究
成
果
を
論
文
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
国

内
メ
ー
カ
ー
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
メ
ー

カ
ー
の
保
有
林
に
お
け
る
植
生
マ
ッ
ピ

ン
グ
に
よ
る
現
状
の
森
林
の
再
現
と
、

将
来
の
森
林
予
測
と
影
響
に
つ
い
て
の

共
同
研
究
に
繋
が
っ
た
。
国
内
外
か
ら

も
多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
同
氏
は
こ
の
技
術
の
需
要
の
高

さ
に
気
づ
き
、
研
究
を
世
の
中
に
役
立

て
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
形
と
し
て
提

供
し
て
い
き
た
い
と
の
想
い
を
強
く

そ
こ
で
大
西
氏
は
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
（
遠
隔
探
査
）
に
よ
り
、
上
空

か
ら
森
林
全
体
を
計
測
・
分
析
す
る
手

法
を
採
用
し
た
。
一
般
的
に
リ
モ
ー
ト

セ
ン
シ
ン
グ
と
言
え
ば
、
衛
星
や
航
空

機
か
ら
レ
ー
ザ
ー
や
電
磁
波
等
を
活
用

し
て
計
測
を
行
う
が
、
コ
ス
ト
高
の
割

に
概
算
計
測
と
な
っ
て
し
ま
う
。
同
氏

が
開
発
し
た
の
は
、
ド
ロ
ー
ン
か
ら
撮

影
し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
か
ら
単
木
レ
ベ

ル
で
種
類
の
識
別
や
サ
イ
ズ
が
高
精
度

に
解
析
で
き
る
、A

I

の
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
機
能
を
持
っ
た
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
ソ
フ
ト
だ
。
低
コ
ス
ト
で
の
森
林

調
査
が
可
能
で
あ
る
。

目
指
す
は
、
炭
素
排
出
権
取
引
で

の
森
林
価
値
の
向
上
と
、
林
業
の

高
収
益
化

同
社
が
目
指
す
の
は
、
こ
の
ド
ロ
ー

ン
とA

I

を
使
っ
た
世
界
初
の
技
術
に
よ

り
、
行
政
の
防
災
リ
ス
ク
管
理
や
、
林

業
に
お
け
る
計
画
的
な
植
林
・
間
伐
へ

の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、
炭
素
吸
収
量
の

正
確
な
把
握
に
よ
る
排
出
権
取
引
で
の

収
益
化
な
ど
、
森
林
を
経
済
の
枠
組
み

に
取
り
込
む
こ
と
で
、
森
林
の
価
値
を

高
め
、
保
全
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
だ
。

地
球
が
１
０
０
年
後
も
す
べ
て
の
生

物
に
と
っ
て
棲
み
よ
い
環
境
で
あ
る
た

め
に
、
使
命
感
を
持
っ
て
進
ん
で
い
く
。

https://deepforest-tech.co.jp/


本誌作成にあたり経営者の方々などへのインタビューを行いました。それぞれが描く未来の出

発点の共通点は、彼らが心を動かされた原体験が起点ということでした。

目の前に現れていないけれど、きっと将来必要になる。原体験を通じそんな世の中のニーズを

見つけ、その必要性を世に訴えかけながら、社会実装に向けて挑戦し続ける。そんな企業の熱量

をより広く届けるには、彼らに寄り添い、世に発信する翻訳者がたくさん増えることが必要だと

思います。そんな翻訳者を増やすための１歩目として、「KIZASHI」では多くの企業の皆様と出

会い、そこにある強い価値感、目指したい未来像を丁寧に表現していこう、と改めて感じました。

最後になりましたが、本誌の作成・編集にあたり、御協力いただいた企業の皆様に御礼申し上

げます。本冊子が皆様のステークホルダーに届き、皆様のビジネスの一助になることを期待する

とともに、同じように未来を見据えてチャレンジする企業の皆様の励みになれば幸いです。

「兆：KIZASHI 」について
編集後記

バックナンバーのご紹介

Vol.1 当局若手職員が注目した企業編 2019.5

Vol.2 オープンファクトリー編 2019.6

Vol.3 社員も会社も輝く企業編 2019.7

Vol.4 20代の起業家編 2019.9

Vol.5 2019上半期特別編 2019.1

Vol.6 新たな価値を生み出すコネクター編 2019.12

Vol.7 尖る中小企業のブランディング編 2020.2

Vol.8 食品ロス削減に貢献する企業編 2020.3

Vol.9 商工会議所（地域の取組）編 2020.5

Vol.10 社会変化に対応する働き方編 2020.7

Vol.11 新たな日常に向き合うビジネス編 2020.1

Vol.12 オープンファクトリーver.2編 2021.2

Vol.13 プラスチック問題を解決する10の企業編 2021.7

Vol.14 手仕事が欠かせないものづくり編 2021.9

Vol.15 コロナに負けない小売・流通・サービスの前向きデジタル活用編 2021.11

Vol.16 今、スポーツが熱い～スポーツシーンを支える関西の中小企業～編 2022.1

Vol.17 中小企業の成長を支える自治体等施策編 2022.2
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